
令和４年度鳥取県自主防災組織等知事表彰受賞者名簿及び功績概要 

【功労表彰】 ※敬称略 

受賞団体 功績の概要 

鳥取市 

醇風
じゅんぷう

地区自主防災会

連絡協議会 

当防災会連絡協議会は、平成 8 年「鳥取市自主防災会連絡協議会」設立

に伴い、当地区内 37 町内自主防災会で構成する「醇風地区自主防災会連絡

協議会」を設立、現在に至る。 

東日本大震災を教訓に、大災害時は行政も被災することを念頭に防災マ

ップの作製全戸配布や、住民主体の行政に頼らない避難所開設運営訓練を

毎年積極的に実施し、その活動成果は鳥取市避難所運営マニュアルの作成

に大いに寄与した。 

また、避難所運営訓練では災害関連死の防止を最優先とし地区民生児童

委員が中心となり、支援者台帳に基づく安否確認や災害弱者の救護・トリ

アージ訓練を実施するなど、積極的な取組姿勢は地域防災力の向上に大い

に貢献した。 

米子市 

三
みつ

柳
やなぎ

団地
だ ん ち

２区防災

会 

毎年、市の補助金（防災訓練等及び防災資機材）を活用して、年に 3 回

以上は炊き出し訓練や防災研修会を実施している。 

また、支え愛マップを作成し、地区内の要支援者の支援体制を構築して

いるほか、当該マップを活用した防災訓練を実施しており、活動が顕著で

あることから、関係者会議において事例発表を行っている。 

地区内に、津波災害警戒区域や中規模河川があることから、大地震発生

時に備えた避難路の点検や大雨時の河川の監視をしているほか、民生委員

等と連携し、地域内の高齢者、障がい者の見守り、障がい者の特性を理解

する機会を設け、積極的に防災会と関わる関係性を構築している。 

また、防災会の中で、看護師、介護士、消防職員等の有用な人材を集

め、発災時の役割を決めるなど連携が取れた活動を行っているほか、チラ

シを発行し、活動内容や避難場所の位置、資機材の保有状況など事細かに

情報共有を欠かさず行っている。 

このように、毎年継続し防災活動を行っていることや地域の人材を有効

に活用している等、地区全体で防災に取り組む姿勢は、地域防災力の向上

に大いに貢献しており、他の模範である。 



倉吉市 

清
せい

谷
だに

自主防災会 

平成 18 年 1 月 1 日に自衛消防団を結成。同年 1 月 19 日、市に自主防災

組織として登録。 

消火栓・ホース格納箱の更新として、平成 30 年から令和 2 年までの間

に、既存のホース格納箱（8 カ所）をすべて更新。令和 2 年には、地元消

防団の協力のもと放水訓練を行い、町内すべての消火栓用ホースを点検。

不具合のあるものは良品に交換した。 

令和元年、全町民対象の避難訓練を行い、避難経路や町内の危険箇所の

確認を行った。 

令和元年、近所で助け合う「近助」をスローガンに、災害発生時の地域

住民の助け合い（子ども・高齢者・障がい者）をテーマとした「第 1 回支

え愛教室」を開催。その後も毎年「支え愛教室」を開催し、地域防災力の

向上に努めている。 

例年、地域住民を対象とした「防災教室」を開催しており、起震車によ

る地震体験や簡易ベッド作り、土のう作り等、防災意識の向上・地域のつ

ながり強化のための活動を継続的に行っている。 

令和 4 年、地区内の公民館長・防災部長に集まっていただき、平成 29 年

から令和 3 年までの清谷自主防災会の活動を報告。清谷のみならず、倉吉

市の防災力向上のため活動を行っている。 

境港市 

竹内
たけのうち

町
ちょう

自治会防災

部 

自治会加入世帯が 600 世帯以上と市内では大規模の自治会であるが、活

発的に防災活動に取り組んでいる。  

防災士の資格取得にも力を入れており、毎年資格取得者を排出し防災士

会を結成して、定期的に防災部及び防災士会会議を開き情報を共有しなが

ら、防災訓練や防災講習会等を開催している。 

また、境港消防署と連携して AED 講習、消火栓を利用した放水訓練、近

年では、支え愛マップ作製にも力を入れ、町内を調査し危険個所や空き家

の調査も行っている。 

平成 27 年より、防災部だけではなく色々な団体との情報共有を図るため

竹内町安全・あんしんネットワークを発足し、他団体とも連携しながら防

災活動にあたっている。 

令和 3 年度においては、地元の余子小学校に防災部の防災士を派遣し防

災授業を行った。 

 上記のような各活動を毎年行っており、町民の防災への意識高揚、地

域防災力の向上に努めている。 

 


